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新シール概論（3）ゴム材料の特性（6）
 （７）耐寒性 （続き） 

これらの実験データと過去の経験から次

のような関係式が出ています。 

1. 密封流体が油などの粘度のある場合 

使用限界（低温）≒TR-10値－10℃ 

 例えば、TR-10値が-20℃ならば-30℃ま

で使用できます。 

2. 密封流体が気体の場合 

  使用限界（低温）≒TR-10値 

従って、低温側の使用限界を掴むには、こ

の TR-10値を確認することが肝要です。 

５.ゴム製品の材料の仕様項目 

４項ではシール材料について詳しく述べ

てきました。ゴム材料の種類、特性などでし

たが、この項では、実際にゴム製品の材料の

仕様について触れておきます。 

シールの仕様では、一般には各社のカタ

ログ品や JIS 規格品では、特別に別個な仕

様を決める必要は全くありません。 

シール製品がそれらと合致する名称や型

番などで処理できます。 

例えば、JIS B 2401のＯリングでは、そ

の呼び番号を明確にすれば購入に対して問

題は発生しません。 

しかし、特別な仕様でゴム材料や製品の

形状を決定した場合には、この項のゴム材

料の仕様を決めて置くことが重要になりま

す。 

ただし、シールメーカはゴム材料につい

ては特別な番号（配合番号や、材料番号）を

持ち管理しているので、仕様図面上にその

番号を明確化でも処理できますが、この場

合、この材料の特性が読めません。 

材料の仕様項目でＮＢＲ、硬さだけでの

指示で処理している場合を見かけますが、

これらのみでは問題を起こす可能性があり

ます。 

次の仕様項目を規定してください。 

1）ゴムの種類（ＮＢＲなど） 

2）硬さの指定（硬さ計の指示も含めて） 

3）常態での特性 

 引張り強さ、伸び、100％モジュラス 

4）空気老化特性（条件も含めて） 

5）耐流体特性（流体名と浸漬条件） 

6）圧縮ひずみ特性（条件を含めて） 

7）耐寒性（TR-10値など） 

8）その他の特別仕様 

以上などですが、 

これらは最低の必要項目です。種々の機

能試験を実施して採用（決定）したものが、

将来とも間違いなく同じゴム材料で継続す

ることが重要です。 

形状は測定できますが、ゴム材料は製品

での確認は容易ではありません。また何か

の事情で、シールメーカを変更しなければ

ならない場合でも、これらを決めておけば

大きな問題は避けられます。 

ゴムの特性上最終製品での確認事項とし

て硬さ試験を入れることが多くなっていま

す。これらも防衛上必要なことです。（しか

し、硬さ試験片と違いもあり、また製品によ

っては測定が困難な場合もあります。また

硬さ計も異なる場合もあり、実際には製品

を測定して別に規定することになります。）             

（続く） 

             

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
FAX 通信の記事についてのご意見や質問が

ございましたら下記の担当者に連絡くださ

取扱い製品について 
NK リング：ふっ素ゴムをふっ素樹脂で被覆した画

期的な O リング 
コードリング：英国 NES 社の誇るふっ素ゴムつな

ぎ O リング 
TESNIT：スロベニア DONIT TESNIT 社製の高品

質ジョイントシート 
その他の各種シール製品 
以上の詳細はホームページに記載していますので、

是非ご覧ください。カタログや技術資料は、ご要求

がございました下記の本社宛にご一報ください。 
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い。（担当：根本) 


